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ｱﾙﾌｧ線内用療法(TAT:Targeted Alpha Therapy)用核種として有望な Ac-225 に関して，小型高製造効率化が

期待される電子線形加速器を利用した製造基礎試験を実施した。試験結果と、計算による Ac-225 製造量の

評価結果を比較したので、その結果を報告する。 
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1. 緒言 

 現在，TAT に関する研究開発が世界中で進められている。TAT 用核種として有望な Ac-225 は，現状，Th-229

からの崩壊により製造されているが，製造量の不足が予測されており，加速器による製造が望まれている。 

 

2. 試験条件、及び、測定・評価方法 

試験の様子を図 1 に示す。電子ﾋﾞｰﾑのｴﾈﾙｷﾞ 35MeV，平均電流

値 143.5μA，照射時間 5.25 時間であり，石英容器内に封入した

Ra-226(50kBq，Ra-226・Cl2)を制動放射線発生ﾀｰｹﾞｯﾄ(Ta 板)表

面から 26.7mm の位置に設置した。Ac-225 製造量を Ac-225 の子

孫核種である Fr-221 及び Bi-213 からのｶﾞﾝﾏ線の測定結果から

導出し，PHITS[1]を用いた制動放射線の計算結果と Ac-225 生成

断面積の理論値[2]を用いて評価した製造量と比較した。 

 

3. 結果・考察 

図 2 に照射後試料のｶﾞﾝﾏ線ｽﾍﾟｸﾄﾙの一例を示す。Fr-221

及び Bi-213 からのｶﾞﾝﾏ線のﾋﾟｰｸを確認した。Fr-221 及び

Bi-213 の各ﾋﾟｰｸ計数率から導出した Ac-225 製造量の実験

値が，計算による評価値のそれぞれ 1.42 倍及び 1.37 倍で

あることがわかった。 
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図1 試験の様子
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